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院
よ
り
割
問
陀
の
木
維
の
木
俊
と
寺
地
百
間
四
方
E
妓
楼
陀
脇
ム
o

然

る
陀
共
の
地
元
和
元
年
玉
泉
院
の
居
所
と
な
る
を
以
て
・
今
の
地
陀

耐岬
・?と
あ
り
。

と
い

へ
り
。
三
盗
犯
に
云
ム
。
鐙
長
十
九
年
五
月
利

長
胸
、
越
巾
一品
開
花
て
逝
去
し
給
ひ
‘
北
の
御
方
御
ぐ
し
去
る
さ
せ

給
ひ
て
、
御
小
納
の
色
も
替
へ
さ
せ
給
ひ
け
れ
ば
・
玉
県
院
殴
と
放
し

諮
る
。
頓
て
金
隈
へ
御
引
魁
あ
り
て
、
泊
分
横
山
大
胞
の
屋
敷
へ
入

ら
せ
ら
れ
‘
大
勝
は
下
屋
敷
陀
住
居
し
け
り
o
共
の
聞
に
御
技
西
，丸

に
御
新
宅
逝
畿
な
さ
れ
、
秋
の
中
頃
御
移
従
あ
り
て
、
玉
山
拭
院
丸
と

ぞ
名
付
け
h

る
と
。

按
・
干
る
に
、

州
志
に
引
諮
せ
る
西
本
願
寺
末

寺
由
来
記
K
・
宙
開
凶
方
の
寺
地
を
披
遜
k
m糊ひ
、
共
の
地
元
和
元

年
玉
泉
院
の
居
所
と
成
る
を
以
て
今
の
地
へ
移
轄
す
と
紋
せ
た
る
は

非
也
o

貞
享
コ
年
の
由
来
舎
に、

御
披
後
巴
町
K
有
ν
之
島
・
後
今
の

地
へ
移
郎
仕
。
と
記
紋
し
・
三
盗
紀

K
も
、
六
僚
本
願
寺
の
末
寺
、

先
年
は
御
披
西
北
陀

首
り
て
後
巴町
と
一
再
ム

出
隔
に
あ
り
し
が
・
立
永

の
火
災
以
後
移
時
を
命
ぜ
ら
れ
、
跡
地
は
侍
屋
敷
K
成
る
。
と
あ
り
。

叉
本
光
苛
の
由
来
舎
に
は
・
御
披
後
日町
本
光
寺
を
ば
、
本
願
寺
の
別

院
に
相
立
て
‘
束
末
寺
と
都
し
け
る
を
、
設
地
火
災
に
付
、
右
後
口
町

の
靖
地
を
ほ
・
奥
野
主
馬
上
げ
屋
敷
へ
所
替
被
v
命
。
と
見
h
た
れ
ば
、

金
揮
官
政
志
巻
四

O 

る
は
誤
也
。
鳥
越
の
蒋
攻
一
A
ぴ
大
型
寺
・潔
井
の
役
陀
、叫廿
銑
将
に
て

功
あ
り
。
叉
兵
衛
病
死
の
後
.
共
の
鏑
子
因
幡
七
千
石
相
絞
。
叉
百

銑
に
将
と
し
て
成
長
十
丸
年
大
坂
役
陀
出
づ
。
然
る
に
図
幡
.
今
年

十
二
月
四
日
奥
村
婦
津
等
大
坂
に
て
抜
騒
の
時
.
因
幡
も
抜
が
け
軍

令
を
犯
す
を
以
て
、
食
秘
主
放
ち
、
加
州
士
回
附
へ
鐙
居
し
、
官
附
K

て
病
死
、

家
断
絶
す
。

然
る
陀
有
部
木
、
元
和
夏
陣
の
銃
附
材
中
K
因

幡
を
加
ふ
る
は
非
也
。
先
ν
日
正
叉
兵
衛
の
衣
男
久
兵
術
を
瑞
能
公
召
出

さ
れ
、
共
の
子
久
兵
街
。
共
の
養
子
久
兵
術
。
共
の
子
孫
之
進
飢
心、

此
の
家
も
叉
断
絶
也
。
今
の
叩
品目藤
太
は
、
久
兵
衛
弟
の
勘
六
郎
へ
配

分
知
を
相
縦
し
曲
作
る
も
の
也
。

O
玉

泉

院

丸

或
は
玉
泉
丸
と
も
呼
べ
り
。
三
州
志
来
図
概
覧
附
録
に
一再
ム
。
玉
川抗

へb
n
v

丸
は
古
，之
を
商
，
丸
と
践
す
。
村
井
川
品後
城
代
た
る
頃
、
此
の
地
花
第

あ
り
0

山院
長
↓
九
年
端
能
公
施
後
、
玉
泉
院
は
越
中
高
岡
陀
て
剃
髪

し
給
ひ
、
金
部
医
来
り
‘
仮
に
新
丸
紅
る
秘
山
大
燃
の
家
陀
寓
居
し
、

共
の
問
K
酋
，丸
に
総
合
逝
密
あ
り
て
、
八
月
移
彼
あ
り
。
先
よ
り

西
，
丸
を
改
競
あ
り
て
玉
泉
院
丸
と
稀
す
。
西
本
願
寺
末
寺
由
来
記

陀
は
、
古

へ
末
苛
城
内
に
あ
り
。

一
旦
退
榔
に
及
び
、
共
の
後
労
相
骨

回
東
雨
末
寺
共
に
後
u
町
と
一疋
ふ
所
K
あ
り
。
後
ロ
町
と

云
ム
は
ま

泉
院
丸
の
後
u
地
陀
て
、
後
金
谷
の

出
丸
と
成
る
。
今
の
尾
山
榊
枇

の
地
溢
也
o
図
J

丸
に
玉
泉
院
治
の
総
合
逃
管
区
付
堂
、
有
山
紛
の
尻

地
花
西
a

東
雨
末
寺
あ
り
て
は
、
不
都
合
な
る
陀
よ
り
移
持
主
命
ぜ

ら
れ
し
も
の
也
。
然
る
を
右
寺
地
を
ま

eA丸
の
山
輸
の
如
く
寄
吉
川
帆

せ
た
る
は
挟
也
o
ま
た
苛
地
百
間
四
方
と
放
せ
た
る
も
過
聞
な
る
べ

し。O
玉
泉
院
段
時
侮

前
閉
家
時
叫
誌
に
云
ム
。
二
世
論
能
公
小
若
山
川
知
末
。
紋
悶
府
太
政
大

医
信
長
公
息
女
也
。
天
疋
二
年
某
月
日
生
昌子
足
州
↓
同
九
年
来
月
日

紛
俄
入
奥
・
閉
院
長
十
九
年
五
月
。
瑞
能
会
官
同
・
致
。
落
飾
栴
=玉
糸
院
院

元
和
九
年
二
月
廿
凶
日
逝
去
。
享
年
五
十
.
出回
ユ
玉
泉
院
殿
剖
松
山附永山町

大
姉
↓
詐
晶子
野
岡
山
↓
後

aA説白
州
世
牌
所
ゴ
悠
邑
立
時
山
一目
玉
永
寺
町
と
。
金

協
調
川
久
昌
寺
過
去
艇
K
，

也
。尾
州
小
折
邑
主
生
駒
山
剛
人
家
宗
女
也
。
信
忠
信
雄
・
信
氏
室
三
人

母
沼
・
永
級
九
年
丙
賞
五
月
十
三
日
a

掩
ζ

制
拍
子
尾
州
小
牧
山
↓
玉
泉
院

久
議
桂
昌
大
姉
定
尼
。
織
間
信
長
公
室

公
之
母
君
也
。
と
絞
せ
た
れ
ど
、
八
坂
鶴
林
寺
陀
玉
泉
院
殿
母
窓
の

墳
墓
あ
り
o

同
寺
由
来
性
陀
、
越
中
守
山
に
在
寺
の
頃
、
王
山
肌
院
殴




